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１　はじめに

　『塵界』第28号にて「【収蔵資料目録】入江コレ

クションの子ども雑誌（明治期）」を掲載したが、

今回は大正期に創刊された子ども雑誌の目録を掲

載する。

　入江コレクションの概要については、前回掲載

の内容をご覧いただきたいが、総数約11万点にも

及ぶ児童文化史資料の一大コレクションとして知

られる入江コレクションが、最初は子ども雑誌の

収集から始まった、という点だけはここで繰り返

しておきたい。そのきっかけとなったのが、今回

の資料目録にも挙がっている大日本雄弁会講談社

（現・講談社）発行の子ども雑誌『少年倶楽部』だっ

たということもある。

　昭和7年（1932）に大阪市に生まれた故・入江

正彦氏は、大阪府吹田市で不動産管理などの事業

に携わっていたが、昭和40年（1965）頃、子ども

の頃好きだった雑誌『少年倶楽部』をもう一度読

んでみたいと思い立ち、古書店・骨董店巡りを始

める。その中で、『少年倶楽部』以外の子ども雑

誌にも興味が向くようになり、それらを少しずつ

買い集めるようになる。やがて入江氏の収集の対

象は絵本や読み物なども含めた子どもの本全般に

向かっていき、さらには玩具の収集も始め、つい

に子ども文化全般へとコレクションの対象が広

がっていったのである。

　つまり、入江コレクションは子ども雑誌の収集

を核として展開したのであり、その内容はコレク

ションの中で最も充実していると言うことができ

る。それは当時の主要なタイトルをほぼ網羅し、

中には他に収蔵されていない珍しいものも含まれ

ているようである。

　今回はそのうち、大正期に創刊された子ども雑

誌の目録を掲載するが、その前に一点お詫びしな

ければならないことがある。前回、明治期に創刊

された子ども雑誌の目録を掲載したのち、資料整

理を進める中で、そこから漏れていたものがいく

つか見つかった。そのため、前回掲載の目録のう

ち、№226以降を今回掲載のものと差し替えるこ

とにしたい。当方の不手際でたいへんご迷惑をお

かけするが、どうかご容赦願えればと思う。

２　主な子ども雑誌（大正期創刊）

子供之友　大正3年（1914）4月に婦人之友社から

創刊された幼年向けの絵雑誌。婦人之友社の創業

者、羽仁もと子と吉一が、子どもに見せたい絵雑

誌がないことを憂い、また『婦人之友』の読者か

らの要望もあって創刊したもので、創刊号は瞬く

間に3版を重ねるほどの好評を博したという。日

本近代漫画の創始者と呼ばれる北澤楽天が絵画主

任を務め、また創刊当初からかかわった竹久夢二

をはじめ、村山知義、武井武雄、岡本帰一、本田

庄太郎、深沢省三・紅子といった錚々たる顔ぶれ

が表紙画や挿絵を描いている。昭和18年（1943）

12月、戦時体制の中での用紙統制を受けて休刊、

『婦人之友』本誌に統合された。

少年倶楽部　大正3年（1914）11月に大日本雄弁

会（のち大日本雄弁会講談社を経て現・講談社）

から創刊された月刊の少年雑誌。博文館の『少年

世界』、実業之日本社の『日本少年』に比べて後

発であり、当初の売れ行きはさほどではなかった
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が、大正13年（1924）に人気挿絵画家の高畠華宵

を『日本少年』に取られるという出来事をきっか

けに、長編読み物に注力した誌面作りに路線変更、

その結果、少年読者の心をつかむことに成功し、

昭和初期には押しも押されもせぬ人気雑誌となっ

た。戦後の昭和21年（1946）4月号より『少年ク

ラブ』と誌名を改めたが、昭和34年（1959）に創

刊された週刊漫画雑誌『少年マガジン』と入れ替

わるように、37年（1962）12月に終刊となった。

なお、姉妹誌として少女向けの『少女倶楽部』（大

正12年1月創刊）、幼年向けの『幼年倶楽部』（大

正15年1月創刊）がある。

コドモ　実業之日本社の絵雑誌『家庭教育絵ばな

し』の編集・絵画主任を務めた木元平太郎がおこ

したコドモ社から大正3年（1914）1月に創刊され

た幼児向けの絵雑誌。編集顧問に児童心理学者の

高島平三郎を起用し、家庭での教育に資すること

をめざしていた。これ以降、子ども雑誌に幼児教

育の専門家がかかわるようになっていくが、『コ

ドモ』はその先駆けとなる雑誌だった。

日本幼年　『婦人画報』『少女画報』を発行してい

た東京社（現・婦人画報社）から大正4年（1915）

3月に創刊された幼児向けの絵雑誌。「日本のフ

レーベル」とも呼ばれた、幼児教育界の第一人者・

倉橋惣三を監修に迎え、観音開きの仕掛けを採り

入れた豪華な製本で、毎号付録が付くスタイルは

他誌にも大きな影響を与えた。大正10年（1921）

に終刊し、入れ替わるように翌年東京社から創刊

されたのが『コドモノクニ』であった。

良友　大正5年（1916）1月にコドモ社から創刊さ

れた小学校低学年向けの児童雑誌。童話作家とし

て知られるようになる浜田廣介が一時期編集を担

当し、その初期の傑作は本誌に発表されている。

『赤い鳥』に代表される童話・童謡雑誌の先駆け

としての意味を持つ雑誌とも見られている。

赤い鳥　夏目漱石門下の作家であった鈴木三重吉

が、芸術的な価値を持った児童雑誌をめざして大

正7年（1918）7月に創刊した雑誌。明治末期から

大正にかけて、公務員や教育関係者、会社員など、

中等以上の学歴を持つ「新中間層」と呼ばれる人々

が増加し、人口の一定の割合を占めるようになっ

ていた。そうした教養のある人々の価値観に合致

した児童雑誌として受け入れられ、この後、同様

の傾向を持った雑誌が続々と創刊されていった。

明治期の「お伽噺」に代えて「童話」、官製の「唱

歌」に対して「童謡」といった新たな概念を提唱

し、子どもに人間の理想像を見いだす大正期のロ

マン主義的な児童文化を先導した雑誌であった。

しかし、関東大震災以降は不況や軍国主義の台頭

などの世相、『少年倶楽部』の隆盛などに押され、

昭和4年（1929）3月をもって休刊する。昭和6年

（1931）1月に三重吉の努力もあって復刊を果たす

が、かつての勢いを取り戻すことはできず、三重

吉の死とともに昭和11年（1936）10月に終刊となっ

た。

金の船　�『赤い鳥』に刺激を受け、芸術的な価値

を持った童話・童謡の雑誌として、大正8年（1919）

11月にキンノツノ社から創刊された。野口雨情の

童謡の発表の舞台でもあり、「七つの子」や「赤

い靴」といった有名な童謡はこの雑誌から生まれ

た。大正11年（1922）6月、編集主幹であった斎

藤佐次郎がキンノツノ社を離れ、新たに金の船社

を主宰するにあたって『金の星』と誌名を変更、

翌年には社名も金の星社に変更する。昭和4年

（1929）7月に『金の星』は終刊となるが、その後

も金の星社は児童図書専門の出版社として現在に

至るまで存続している。

童話　大正9年（1920）4月にコドモ社から創刊さ

れた児童雑誌。『赤い鳥』と同様の童話・童謡雑

誌として創刊された。大正13年（1924）までは千

葉省三が編集にあたり、郷土性を帯びた童話・童
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謡に力を入れた点に特色があった。

少年少女譚海　大正9年（1920）1月に博文館から

創刊された少年向け雑誌。歴史上の人物の物語や

講談の英雄豪傑伝を少年少女向きに書き直して掲

載するという編集方針のもと、『少年倶楽部』以

上に通俗的な内容を持った雑誌であった。昭和14

年（1939）9月号より誌名から「少年少女」を取っ

て大衆小説誌となり、昭和19年（1944）4月号で

終刊。なお、同名の月刊誌が昭和24年（1949）4

月から28年（1953）5月まで文京出版社から刊行

されている。

おとぎの世界　大正8年（1919）4月に文光堂から

創刊された児童雑誌で、『赤い鳥』『金の船』『童

話』などとともに、大正期の童話・童謡雑誌の一

翼を担った。初期のころは小川未明の監修となっ

ており、投稿童話・童謡の選者も務めていた。未

明のあと童謡の選者を引き継いだ山村暮鳥の代表

作『鉄の靴』が掲載されたのも本誌である。また、

代表的な童画家の一人である初山滋が創刊号から

表紙絵を手がけている。

コドモノクニ　大正11年（1922）1月に東京社か

ら創刊された幼年向け絵雑誌。当時「赤本」と呼

ばれた安価な絵本が5銭か10銭であったのに対し

て、50銭という破格の値段であったが、『子供之

友』の武井武雄・村山知義、『赤い鳥』の清水良雄、

『金の船』の岡本帰一、『おとぎの世界』の初山滋、

『童話』の川上四郎など、大正期を代表する芸術

的子ども雑誌で活躍していた画家たちが揃って参

加し、のちに子どものために描かれた絵画を意味

する「童画」というジャンルを確立させるに至っ

た。

小学館の学習雑誌　大正11年（1922）8月に創業

した小学館から同年10月に創刊された『小学五年

生』と『小学六年生』は、小学校の学年に応じて

その学習を補うとともに、児童の生活に即した知

識や娯楽などに関する記事を掲載する「学習雑誌」

という新たな形態を生み出した。その後、13年

（1924）には『小学四年生』、14年（1925）には『セ

ウガク一年生』『セウガク二年生』『せうがく三年

生』が創刊され、小学校のすべての学年が出揃っ

た。昭和16年（1941）に尋常小学校・高等小学校・

尋常高等小学校が国民学校と改称されたのに伴っ

て、誌名も『コクミン一年生』『コクミン二年生』

『こくみん三年生』『国民四年生』『国民五年生』『国

民六年生』へと変更され、さらに翌年、太平洋戦

争の戦時統制により『コクミン一年生』『コクミ

ン二年生』は『良い子の友』に、『こくみん三年生』

『国民四年生』『国民五年生』は『少国民の友』へ

と統合され、国民学校六年生以上の男子に向けて

『青少年之友』、女子に向けて『日本少女』が創刊

された。

昭和23年（1948）以降は再び『小学一年生』から『小

学六年生』までが出揃うが、小学生の嗜好の変化

を受けて平成21年（2009）以降に次々と廃刊、現

在も残るのは『小学一年生』のみとなっている。

コドモアサヒ　大正12年（1923）11月に大阪朝日

新聞社から創刊された幼年向け絵雑誌。『週刊朝

日』の付録であった全16頁の小雑誌『週刊コドモ』

の発展形として生まれた。『コドモノクニ』と並

ぶ大正期の代表的な芸術的絵雑誌とされている。

子供の科学　大正13年（1924）9月に誠文堂（現・

誠文堂新光社）から子供の科学社の名義で創刊さ

れた子ども向け科学雑誌。編集主幹の原田三夫は

大正12年（1923）4月に新光社から『科学画報』

を創刊した人物で、その成功を受け、『科学画報』

の子ども版として創刊されたのが『子供の科学』

である。昭和13年（1938）5月には兄弟誌として

より低学年向けの『小学生の科学』が創刊された

が、昭和15年（1940）10月に『子供の科学』が『学

生の科学』へと改称されると、『小学生の科学』
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が代わって『子供の科学』へと誌名を変更するこ

とになった。また、15年2月以降は戦時体制のも

と、用紙節約のため予約申し込み分のみの配本と

なり、戦後の昭和20年代末までその状態が続いた。

紆余曲折はあったものの、本誌は現在もなお刊行

を続けており、日本の科学雑誌としては最古の歴

史を誇っている。
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